
比率： ％、単位：千円

※ 準元利償還金＝公営企業債償還繰入金＋組合等地方債償還負担金＋準公債費債務負担行為額

３か年平均

令和7年度単年度

　　（12,604,294＋737,611＋5,770,292＋239,823＋7,633,194＋0＋0）

－（36,328,718＋8,266,879＋14,300,872）

-0.85409 ＝
48,254,066－1,761,786

（2,775,525＋543,059＋56,493＋145,634）－2,156,010－1,761,786

（２） 連結実質赤字比率 ＝
連結実質赤字額

標準財政規模

標準財政規模－（元利・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

黒字の場合の正式な発表は、“ ― ”（バー）のみとなります。 （　　）の表記は参考数値です。
本市の一般会計等の実質収支額は黒字であるため、算定式の分子の数値はマイナス表示としてあります。

―
＝

△ 10,532,324

黒字の場合の正式な発表は、“ ― ”（バー）のみとなります。 （　　）の表記は参考数値です。
本市の一般会計等の実質収支額は黒字であるため、算定式の分子の数値はマイナス表示としてあります。

―
＝

△ 3,563,473

令和７年度決算に係る財政健全化判断比率（詳細）

（１） 実質赤字比率 ＝
一般会計等の実質赤字額

標準財政規模

(△7.38) 48,254,066

(△21.82) 48,254,066

0.0 ＝
（  ⑦ -0.85409   ＋⑥ 0.25515  ＋ ⑤ 0.46296 ）
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　連結すべき全会計が黒字決算のため、比率は負の値を示し、早期健全化基準16.28％、財政再生基準
30.00％を大きく下回っています。連結決算においても財政状況は良好と判断できます。

（３）
実質公債費比率

（３か年平均）
＝

（地方債の元利償還金＋準元利償還金※）
  －（特定財源)－（元利・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

―
＝

(△68.6) 48,254,066－1,761,786

（４） 将来負担比率 ＝
将来負担額※－

（充当可能基金額＋特定財源見込額
  ＋地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額）

標準財政規模－（元利・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

※ 将来負担額＝地方債現在高＋債務負担行為支出予定額＋公営企業債繰入額
　　　　　　　　　　　＋組合等地方債負担額＋退職手当負担額
　　　　　　　　　　　＋土地開発公社負債負担額＋第三セクター負債負担額

　一般会計等が黒字決算のため、比率は負の値を示し、早期健全化基準11.28％、財政再生基準20.00％を
下回っています。財政状況は良好と判断できます。

　地方債の元利償還金等と公営企業債分の繰入金、公債費に準じた債務負担行為額等の合計額が適正規
模であるため、早期健全化基準25.0％、財政再生基準35.0％を下回っており、地方債借入れ等の状況は良
好と判断できます。

　将来負担額に対し、充当可能な基金額や都市計画税などの特定財源等の合計額が多いので、比率は負の
値を示し、早期健全化基準の350.0％を大きく下回っています。負債の総額が少なく、充当する財源が多いこ
とにより、現時点での将来における財政状況の見込は良好と判定できます。

負の値の場合、正式な発表は、
“ ― ”（バー）のみとなります。
（　　）の表記は参考数値です。



資金不足が発生していない場合、発表は“ ― ”（バー）で表されます。

　法適用企業（地方公営企業法の適用を受ける公営企業会計）
　①　水道事業会計

1,355,021－6,982,982

2,723,075－1,307

資金の不足額＝流動負債－流動資産　　　　事業の規模＝営業収益－受託工事収益

　※流動負債＝流動負債－控除企業債等－控除額等

　※流動資産＝流動資産＋貸倒引当金

 ② 下水道事業会計

資金の不足額＝流動負債－流動資産　　　　事業の規模＝営業収益－受託工事収益

　※流動負債＝流動負債－控除企業債等－控除額等

　※流動資産＝流動資産＋貸倒引当金

― ＝ ＝
△ 5,627,961

2,721,768

（５） 資金不足比率 ＝
資金の不足額

事業の規模

　すべての公営企業会計において資金不足は発生していません。各会計とも、経営健全化基準の20.00％を
下回り、財政状況は良好と判断できます。

― ＝
731,683－1,204,770

＝
△ 473,087

1,844,429－0 1,844,429


